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30
年
余
り
前
の
協

会
紙
の
記
事
を
紹
介

す
る
。〝
但
馬
朝
来

は
雪
だ
っ
た
〞（
歴

史
作
家
・
杜
山
悠
・

１
９
８
９
年
３
月
21
日
付
）
▼

〝
ダ
ム
は
関
西
電
力
の
発
電
に
は

た
ら
い
て
い
る
。
人
間
の
文
明
的

生
活
は
、
と
も
か
く
、
自
然
を
食

い
つ
ぶ
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立

っ
て
い
る
。
雪
が
足
の
下
で
泣
く

の
は
当
然
だ
。
そ
れ
で
も
、
原
子

力
発
電
よ
り
は
安
心
だ
。
原
発
は

必
ず
事
故
を
起
こ
す
。
事
故
を
か

く
そ
う
と
す
る
。
分
か
り
き
っ
た

こ
と
だ
が
、
人
は
、
そ
れ
を
や

る
。
人
だ
か
ら
、
そ
う
な
る
。
人

は
万
能
で
は
な
い
の
だ
〞
▼
そ
れ

か
ら
22
年
、
予
言
ど
お
り
福
島
原

発
事
故
は
起
き
た
。
政
府
と
東
京

電
力
は
広
範
囲
の
放
射
能
汚
染
を

矮
小
化
し
、
隠
そ
う
と
し
た
。
す

べ
て
は
他
の
原
発
を
再
稼
働
さ
せ

る
た
め
。
法
の
番
人
た
る
べ
き
司

法
も
多
く
の
原
発
の
再
稼
働
を
容

認
し
、
裁
判
所
は
再
稼
働
を
推
進

す
る
機
関
と
成
り
下
が
っ
た
。
過

ち
て
そ
れ
を
直
さ
ず
、
そ
れ
を
過

ち
と
言
う
▼
し
か
し
、
２
０
１
４

年
に
は
大
飯
原
発
の
運
転
を
差
し

止
め
る
判
決
が
出
さ
れ
た
（
福
井

地
裁
・
樋
口
英
明
裁
判
長
）。
そ

し
て
１
月
17
日
に
は
、
伊
方
原
発

の
再
稼
働
を
認
め
な
い
仮
処
分
が

決
定
さ
れ
た
（
広
島
高
裁
・
森
一

岳
裁
判
長
）。
司
法
は
生
き
て
い

る
▼
原
発
事
故
を
経
験
し
た
国
民

は
、
原
子
力
は
決
し
て
エ
コ
で
な

く
、
安
価
で
な
く
、
安
全
で
な
い

こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
原
発
は
使

用
済
み
燃
料
の
保
管
に
十
万
年
を

要
し
、
最
終
処
分
場
も
決
ま
っ
て

い
な
い
。
使
用
済
み
核
燃
料
は
全

国
の
原
発
な
ど
に
置
か
れ
た
ま

ま
、
有
害
な
ト
リ
チ
ウ
ム
水
も
海

洋
へ
放
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

原
子
力
は
自
然
の
み
な
ら
ず
、
人

の
暮
ら
し
を
も
食
い
つ
ぶ
す
。
決

し
て
人
類
に
は
そ
ぐ
わ
な
い （
蓮
）

２０２０年(令和２年)２月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１９３２号（１）

1932
2020年 2月5日

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
税経部より
生命保険金等に関する課税関係と支払調書
～申告漏れにご注意を～

３面

審査対策部だより
初診料の減点・復活事例 ５面

研
面
究 ６面診内研より　これだけは押さえてお

きたい皮膚疾患の診療のコツ（下）

２月13日　宝塚市におけるポリファーマシー対策
２月20日　歯周病と糖尿病

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!
ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週木曜19時40分～毎週木曜19時40分～

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）

　

政
府
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
、
75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
の
２
割

化
や
介
護
施
設
入
居
者
の
負
担
増
な
ど
、
医
療
・
介
護
の
負
担
増
計

画
に
対
し
て
、
協
会
・
保
団
連
は
、
負
担
増
計
画
ス
ト
ッ
プ
へ
、

「
医
療
・
介
護
の
負
担
増
の
中
止
を
求
め
る
請
願
署
名
（
通
称
：
み

ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！
負
担
増
署
名
）」
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
め

た
。
請
願
項
目
は
、
医
療
の
患
者
負
担
増
、
介
護
の
利
用
者
負
担
を

増
や
さ
な
い
よ
う
に
求
め
る
も
の
。
兵
庫
県
で
５
万
筆
を
集
め
、
５

月
に
国
会
に
届
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
に
70
〜
74
歳
の
窓

口
負
担
が
２
割
に
引
き
上
げ
ら

れ
、
ま
た
入
院
時
の
食
費
の
引
き

上
げ
な
ど
に
よ
り
、
患
者
の
受
診

控
え
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、
政
府

は
今
年
、
さ
ら
な
る
負
担
増
の
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
半
ば
に
発
表
さ
れ
た

「
全
世
代
型
社
会
保
障
検
討
会

議
」
の
中
間
報
告
で
は
、
75
歳
以

上
の
窓
口
負
担
に
つ
い
て
、
一
定

以
上
の
所
得
の
あ
る
人
を
２
割
に

引
き
上
げ
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ

た
。
ま
た
、
今
国
会
で
は
、
介
護

分
野
に
お
い
て
、
施
設
入
居
者
の

負
担
増
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
上
限
引
き
上
げ
を
盛
り
込
ん
だ

法
案
が
提
出
さ
れ
る
見
込
み
だ
。

他
に
も
医
療
・
介
護
の
両
者
に
お

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
負
担
増
計
画
が

議
論
さ
れ
て
い
る
（
表
）。
こ
れ

止
め
て
い
る
。

　

新
た
な
署
名
は
、
医
療
だ
け
で

な
く
介
護
の
利
用
者
負
担
増
の
中

止
を
求
め
る
項
目
を
追
加
し
た
。

会
員
参
加
率
15
％
、
総
数
５
万
筆

を
集
め
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

正
会
員
の
先
生
方
に
は
、
１
月
下

旬
に
署
名
用
紙
を
郵
送
で
お
送
り

し
て
お
り
、
今
号
に
は
ハ
ガ
キ
形

式
の
新
し
い
署
名
用
紙
を
同
封
し

て
い
る
。
切
手
な
し
で
送
付
で
き

る
の
で
、
署
名
が
ま
だ
の
先
生

は
、
ま
ず
先
生
ご
自
身
の
お
名
前

と
ス
タ
ッ
フ
、
ご
家
族
の
名
前
を

書
い
て
、
ポ
ス
ト
に
投
函
い
た
だ

き
た
い
。

　

さ
ら
に
今
号
に
は
、
計
画
さ
れ

て
い
る
負
担
増
計
画
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
知
ら
せ
る
ポ
ス
タ
ー

も
同
封
し
て
い
る
（
７
面
）。
ぜ

ひ
医
療
機
関
の
待
合
室
に
掲
示
し

て
、
患
者
さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
た

だ
き
た
い
。
そ
の
他
、
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ッ
ズ
を
用
意

し
て
い
る
。（
取
り
組
み
方
は
２

面
に
掲
載
）

ら
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
さ

ら
な
る
受
診
抑
制
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
抑
制
を

招
く
こ
と
は
必
至
で
あ

る
。

　

協
会
が
昨
年
４
月
ま
で

取
り
組
ん
だ
「
み
ん
な
で

ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担

増
」
署
名
は
、
多
く
の
会

員
の
協
力
を
得
て
、
県
内

２
万
３
千
筆
、
全
国
で
17

万
６
千
筆
を
集
め
、
負
担

増
計
画
の
具
体
化
を
食
い

　

協
会
は
こ
の
た
び
、
医
療
・
介

護
の
患
者
・
利
用
者
負
担
増
を
阻

止
す
る
た
め
に
、
新
た
な
請
願
署

名
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

目
標
は
、
会
員
参
加
率
15
％
、

総
署
名
数
５
万
筆
で
す
。
当
協
会

の
会
員
意
見
実
態
調
査
で
は
、
60

％
の
会
員
が
患
者
負
担
増
に
「
反

対
」
で
し
た
。
ま
た
、
目
標
の
５

万
筆
は
、
兵
庫
県
民
５
５
０
万
人

の
う
ち
わ
ず
か
１
％
で
す
。「
負

担
増
に
反
対
」
の
県
民
が
１
％
し

か
い
な
い
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
皆
さ
ま
の
協
力
に
よ
り
、
患

者
・
利
用
者
に
呼
び
か
け
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
決
し
て
無
理
な
目
標

で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

政
府
や
マ
ス
コ
ミ
、
あ
る
い
は

一
部
の
（
御
用
）
学
者
は
、「
負

担
能
力
に
応
じ
た
負
担
（
応
能
負

担
）」
と
主
張
し
ま
す
。
こ
の
考

え
方
そ
の
も
の
は
正
し
い
の
で
す

が
、
そ
れ
を
御
旗
に
し
て
、
さ
も

当
然
の
よ
う
に
「
応
能
負
担
」
を

「
窓
口
負
担
」
や
「
利
用
者
負
担

増
」
に
つ
な
げ
る
の
は
、
社
会
保

障
制
度
の
原
則
に
反
し
て
い
ま

す
。

　

社
会
保
障
の
財
源
は
、
社
会
保

険
料
・
税
・
自
己
負
担
の
３
者
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
税
や
社

会
保
険
料
の
累
進
性
を
強
化
す
る

こ
と
こ
そ
が
「
応
能
負
担
」
で

す
。
財
源
不
足
の
「
負
担
」
を
、

患
者
・
利
用
者
に
付
け
回
し
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
、
社
会
保
障
の
「
自

己
負
担
」
に
は
さ
し
た
る
根
拠
も

理
念
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
々

の
政
権
が
、
必
ず
し
も
明
白
で
な

い
「
自
助
」
や
「
自
己
責
任
」
を

強
調
し
、
徐
々
に
「
医
療
・
介
護

を
受
け
る
に
は
、
手
持
ち
の
お
金

が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
意
識
を

国
民
に
刷
り
込
み
、
そ
の
負
担
割

合
を
増
加
さ
せ
て
き
た
の
が
実
情

で
す
。

　

根
本
的
な
問
題
は
、「
自
己
負

担
」
を
求
め
る
制
度
は
「
経
済
的

弱
者
の
排
除
」
を
伴
う
こ
と
で

す
。
患
者
・
利
用
者
へ
の
追
加
負

担
に
よ
り
、
経
済
的
弱
者
・
病
弱

者
が
サ
ー
ビ
ス
給
付
か
ら
排
除
さ

れ
、
不
幸
な
結
果
に
陥
る
と
い
う

構
図
は
、
社
会
保
障
制
度
と
し
て

本
末
転
倒
で
す
。

　

「
自
己
負
担
」
の
歴
史
、
意
味

を
理
解
・
共
有
し
て
い
た
だ
き
、

患
者
さ
ん
の
声
を
国
会
に
届
け
る

た
め
に
、
皆
さ
ま
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

新署名
 スタート！

み
ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！
医
療
・
介
護
の
負
担
増

５
万
筆
達
成
で
高
齢
者
の
医
療
守
ろ
う

５
万
筆
達
成
で
高
齢
者
の
医
療
守
ろ
う

経
済
的
弱
者
を
排
除
す
る

負
担
増
ス
ト
ッ
プ
に
ご
協
力
を

目
標
「
兵
庫
県
で
５
万
筆
」

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

みんなでストップ！負担増署名にご協力を

表　政府の主な負担増計画

※ 本紙２月25日号に会場地図一覧を掲載予定。３月上旬にハガ
キでもご案内します。

（１月31日現在）

開催地 日　　時 会　　場

医
科
・
入
院
外

神戸① ３月22日（日）14時～ 県農業会館11階大ホール

加古川 ３月22日（日）13時～ 加古川商工会議所１階展示ホール

豊　岡 ３月22日（日）13時30分～ 日高地区コミュニティセンター

明　石 ３月23日（月）14時～ 明石商工会議所７階大ホール

伊　丹 ３月26日（木）14時～ いたみホール中ホール

西　宮 ３月26日（木）14時～ なでしこホール

神戸② ３月26日（木）16時～ 県農業会館11階大ホール

小　野 ３月26日（木）14時～ コミセンおのコミュニティーホール

尼　崎 ３月27日（金）14時～ 都ホテル尼崎３階鳳凰北中の間

姫　路 ３月28日（土）14時～ 姫路労働会館多目的ホール

淡　路 ３月28日（土）15時～ 淡路市立しづかホール

三　田 ３月28日（土）14時～ 三田市・キッピーモール６階
多目的ホール

医
科
・
入
院

神　戸 ３月22日（日）16時30分～ 県農業会館11階大ホール

豊　岡 ３月22日（日）16時～ 日高地区コミュニティセンター

姫　路 ３月28日（土）16時30分～ 姫路労働会館多目的ホール

医科・在宅 ４月４日（土）15時～ 県農業会館11階大ホール

２次Ｑ＆Ａ ４月23日（木）15時～ 県農業会館11階大ホール

歯
科

神戸① ３月22日（日）10時30分～ 県農業会館11階大ホール

姫　路 ３月22日（日）14時30分～ 姫路市・じばさんびる９階
901会議室

尼　崎 ３月22日（日）14時30分～ 都ホテル尼崎２階あやめの間

明　石 ３月26日（木）19時～ アスピア明石北館７階学習室704

伊　丹 ３月26日（木）19時～ 伊丹市産業・情報センター４階
研修室Ａ

加古川 ３月28日（土）18時30分～ 加古川商工会議所４階大会議室

三　田 ４月５日（日）14時～ 三田市・キッピーモール６階
多目的ホール

診療報酬改定研究会開催一覧診療報酬改定研究会開催一覧

※「医科・入院」は入院外の内容を含みません

医療分野
◇ 75歳以上の窓口負担を原則２割に引き上げ

介護分野
◇ 預貯金が500万円以上ある人の介護施設
入居費を引き上げ
◇ 一定所得以上の人は利用費の上限を引き上げ



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第１９３２号 （２）２０２０年(令和２年)２月５日(毎月３回５・15・25日発行)

　

協
会
は
１
月
11
日
、
協
会
会
議

室
で
、
保
団
連
理
事
で
政
策
部
長

を
務
め
る
竹
田
智
雄
先
生
を
講
師

に
招
き
、
政
策
研
究
会
「
超
高
額

薬
価
の
問
題
点
と
保
団
連
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」
を
開
催
。
理
事

ら
20
人
が
参
加
し
た
。

　

協
会
が
11
月
28
日
に
実
施
し
た

中
央
要
請
行
動
に
は
、
協
会
か
ら

加
藤
擁
一
副
理
事
長
ら
５
人
が
参

加
し
た
。
兵
庫
県
か
ら
２
万
筆
を

超
え
る
署
名
を
提
出
し
、
国
会
議

員
５
氏
が
歯
科
署
名
の
紹
介
議
員

を
引
き
受
け
た
（
12
月
15
日
号
既

報
）。
白
岩
一
心
先
生
の
参
加
記

を
紹
介
す
る
。

　

昨
年
11
月
28
日
の
要
請
で
は
、

２
０
２
０
年
改
定
で
の
診
療
報
酬

大
幅
引
き
上
げ
と
、
窓
口
負
担
軽

減
、
診
療
報
酬
改
定
の
早
期
発
表

と
周
知
徹
底
で
、
医
療
機
関
の
混

乱
を
避
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、

議
員
の
先
生
へ
の
主
た
る
陳
情
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
４
月

か
ら
半
年
間
に
わ
た
る
、
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
署
名
の
提
出
集
会

と
紹
介
議
員
要
請
に
並
々
な
ら
ぬ

思
い
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

兵
庫
協
会
の
歯
科
署
名
は
、
今

ま
で
過
去
最
高
の
１
２
２
９
９
筆

を
集
め
、
前
回
２
０
１
７
年
の
１

１
６
４
８
筆
を
大
幅
に
上
回
り
ま

し
た
。
受
診
率
が
低
下
傾
向
の
中

で
の
署
名
獲
得
の
ア
ッ
プ
に
は
、

医
科
の
先
生
方
の
過
大
な
る
ご
協

力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

国
会
議
員
へ
の
要
請
で
は
、
政

策
部
の
請
願
方
針
と
歯
科
部
会
の

請
願
方
針
を
、
今
ま
で
同
様
、
加

藤
擁
一
政
策
部
長
か
ら
助
言
を
受

　

竹
田
先
生
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
薬

価
を
１
と
す
る
と
日
本
の
薬
価
は

２
・
22
に
な
り
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン

ス
の
１
・
14
、
ド
イ
ツ
の
１
・
68

と
比
べ
て
も
高
く
、
全
国
民
を
対

象
に
し
た
公
的
な
医
療
制
度
が
な

い
ア
メ
リ
カ
を
除
く
と
先
進
国
最

高
に
な
る
と
紹
介
し
た
。
ま
た
そ

の
背
景
に
つ
い
て
、
製
造
原
価
だ

け
で
な
く
研
究
開
発
費
や
営
業
利

益
な
ど
を
積
み
上
げ
た
上
で
さ
ら

に
利
益
率
を
上
乗
せ
し
て
薬
価
を

決
め
る
「
原
価
計
算
方
式
」
が
多

く
の
新
薬
で
採
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
メ
ー
カ
ー
の
予
想
販
売
額

を
大
幅
に
超
え
て
売
れ
た
医
薬
品

の
薬
価
引
き
下
げ
が
小
幅
で
あ
る

こ
と
、「
新
薬
創
出
・
適
応
外
薬

解
消
等
促
進
加
算
」
と
し
て
、
薬

価
改
定
の
際
に
価
格
を
補
填
し
薬

価
を
維
持
す
る
制
度
が
あ
る
こ
と

な
ど
、
詳
細
に
指
摘
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
上
場
製
薬
企
業
の

利
益
率
は
15
％
と
他
の
製
造
業
と

　

さ
ら
に
今
後
の
流
れ
と
し
て
、

バ
イ
オ
医
薬
品
の
普
及
な
ど
、
さ

ら
に
高
価
な
薬
品
が
上
市
さ
れ
る

が
、
実
際
に
開
発
し
た
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
を
大
手
製
薬
企
業
が
高
額

で
買
収
す
る
た
め
の
費
用
が
薬
価

に
上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、

ア
カ
デ
ミ
ア
で
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
製
造
原
価
は
そ
れ
ほ
ど
で
も

な
い
と
、
大
手
製
薬
企
業
の
手
法

を
批
判
し
た
。

　

最
後
に
、
以
前
の
よ
う
に
薬
価

引
き
下
げ
で
得
た
財
源
を
技
術
料

に
回
す
こ
と
を
合
わ
せ
て
要
求
す

る
重
要
性
に
触
れ
、
薬
価
引
き
下

げ
と
技
術
料
引
き
上
げ
を
求
め
る

全
国
の
運
動
へ
の
協
力
を
訴
え

た
。

　

会
場
か
ら
は
、「
本
日
の
話
の

一
部
で
も
国
民
や
患
者
さ
ん
に
広

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
な
ど
の

声
が
出
さ
れ
た
。

比
較
し
て
突
出
し
て
お
り
、

そ
こ
ま
で
製
薬
企
業
を
優
遇

す
る
必
要
は
な
い
と
訴
え

た
。

　

ま
た
、
高
薬
価
に
対
す
る

保
団
連
の
取
り
組
み
と
し
て

保
団
連
の
調
査
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
オ
プ
ジ
ー
ボ
の
薬

価
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
た
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

け
、
詳
細
な
事
前
協
議
の
下
、
陳

情
に
挑
み
ま
し
た
。
今
回
は
住
江

憲
勇
保
団
連
会
長
も
陳
情
に
ご
同

行
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
鈴
田
明
彦
理
事

が
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
の
分
野
か

ら
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
ワ
ン
チ
ー
ム
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で

目
立
っ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ウ
ス
ガ

ー
ド
」
は
、
歯
科
医
師
の
診
断
と

歯
科
技
工
士
さ
ん
が
製
作
を
さ
れ

て
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
で
の
歯

科
医
師
と
歯
科
技
工
士
の
連
携
の

要
性
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
歯
科
医
療
報
酬
引
き
下

げ
は
、
歯
科
衛
生
士
さ
ん
の
社
会

貢
献
に
逆
行
し
か
ね
な
い
こ
と
、

誤
嚥
性
肺
炎
予
防
に
歯
科
医
師
や

歯
科
衛
生
士
が
関
連
し
て
い
て
、

特
に
歯
科
衛
生
士
は
、
ヘ
ル
パ
ー

２
級
資
格
も
有
し
て
い
て
、
患
者

さ
ん
や
要
介
護
者
の
立
場
目
線
で

の
活
躍
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

る
な
か
、
診
療
報
酬
引
き
下
げ

は
、
歯
科
衛
生
士
さ
ん
の
お
給
料

に
も
影
響
し
か
ね
な
い
の
で
、
改

め
て
プ
ラ
ス
改
定
を
検
討
し
て
ほ

し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　

あ
ら
か
じ
め
情
勢
を
議
論
し

て
、
意
見
集
約
を
し
て
請
願
す
る

わ
け
で
す
が
、
同
じ
請
願
や
陳
情

で
も
政
党
や
議
員
の
立
場
も
考
慮

・
配
慮
し
て
、
議
員
の
先
生
や
秘

書
の
方
々
を
尊
重
す
る
こ
と
を
忘

れ
な
い
こ
と
も
重
要
で
す
。
今
後

も
引
き
続
き
、
市
民
と
共
闘
し
な

が
ら
「
市
民
参
加
型
」
の
医
療
運

動
を
推
進
し
て
、
私
自
身
微
力
な

が
ら
全
身
全
霊
の
決
意
で
務
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
に
な
り
、
早
速
開

始
さ
れ
る
75
歳
以
上
窓
口
負
担
増

の
反
対
運
動
も
、
患
者
さ
ん
や
市

民
に
訴
え
て
賛
同
、
協
力
を
得
た

い
と
強
く
思
い
ま
す
。

　

開
始
さ
れ
る
負
担
増
反
対
の
署

名
運
動
へ
一
人
で
も
多
く
の
会
員

の
先
生
方
の
参
加
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
署
名
は
、
一
筆
で
も

多
く
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
社

会
保
障
充
実
、
拡
充
に
必
ず
つ
な

が
り
ま
す
。
会
員
の
先
生
方
、
ぜ

ひ
と
も
署
名
へ
の
さ
ら
な
る
ご
協

力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
出
席　

18
人

◇
情
勢　

厚
労
省
社
会
保
障
審
議

会
・
介
護
保
険
部
会
が
、
通
常
国

会
へ
の
関
連
法
案
提
出
へ
、
介
護

保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意

見
書
を
取
り
ま
と
め
た
。
補
足
給

付
と
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
限

っ
て
負
担
増
を
求
め
る
方
針
。

◇
運
動
対
策　

①
「
み
ん
な
で
ス

ト
ッ
プ
！
負
担
増
」
署
名
を
、
５

万
筆
・
会
員
参
加
率
15
％
を
目
標

に
取
り
組
む
こ
と
、
②
マ
イ
ナ
ス

改
定
に
抗
議
す
る
「
診
療
報
酬
改

定
率
決
定
に
対
す
る
声
明
」
の
採

択
、
③
病
院
統
廃
合
問
題
を
巡
っ

て
、
神
戸
市
北
区
住
民
ら
が
つ
く

る
「
２
・
22
地
域
医
療
を
考
え
る

つ
ど
い
」
へ
の
名
義
後
援
が
了
承

さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動　

①
「
学
校
歯
科
検

診
で
指
摘
さ
れ
た
歯
列
・
咬
合
異

常
を
費
用
負
担
の
心
配
な
く
治
療

で
き
る
よ
う
な
保
険
診
療
・
公
費

支
援
の
充
実
に
関
す
る
質
問
主
意

書
」
を
12
月
に
田
村
智
子
参
議
院

議
員
が
政
府
へ
提
出
し
た
こ
と

と
、
そ
れ
に
対
す
る
政
府
答
弁
が

報
告
さ
れ
た
。
②
「
指
定
難
病
医

療
費
助
成
制
度
で
『
軽
症
』
と
さ

れ
た
難
病
患
者
に
対
す
る
助
成
制

度
創
設
と
国
へ
の
意
見
書
提
出
を

求
め
る
請
願
書
」
の
県
下
自
治
体

へ
の
請
願
・
陳
情
活
動
の
進
捗
状

況
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
災
害
対
策　

台
風
15
号
・
19
号

風
水
害
被
害
、
九
州
北
部
豪
雨
へ

の
募
金
と
し
て
、
保
団
連
宛
に
さ

ら
に
20
万
円
募
金
し
た
こ
と
（
千

葉
協
会
・
佐
賀
協
会
へ
の
義
援
金

と
合
わ
せ
て
計
１
０
０
万
円
）、

災
害
援
護
資
金
の
債
権
回
収
を
神

戸
市
が
外
部
委
託
し
た
こ
と
等
が

報
告
さ
れ
た
。

 

（
１
月
11
日　

理
事
会
よ
り
） 

11.28歯科集会で国会議員（右列）に、全国から
参加した医師・歯科医師が署名を提出

お届けした
署名用紙　

異
常
に
高
い
日
本
の
薬
価
は
引
き
下
げ
る

べ
き
と
語
っ
た
竹
田
先
生　
　
　
　
　
　

11
・
28
中
央
要
請
行
動

今
後
も
署
名
運
動
へ

ご
協
力
を

理
事　
　

白
岩　

一
心

新
し
い
分
野
の
重
要
性
を
訴

え
ら
れ
、
面
会
し
た
議
員
の

方
々
の
興
味
を
強
く
引
き
ま

し
た
。

　

川
西
敏
雄
副
理
事
長
は
厚

生
労
働
省
設
置
法
を
紹
介
さ

れ
、
経
済
の
発
展
に
は
、
社

会
保
障
の
充
実
が
欠
か
せ
な

い
こ
と
、
厚
生
労
働
白
書
に

記
載
さ
れ
て
い
る
低
所
得
者

対
策
や
社
会
保
障
関
連
産
業

の
雇
用
創
出
が
経
済
成
長
に

寄
与
す
る
と
の
記
述
と
絡
め

て
、
憲
法
理
念
と
法
律
に
基

づ
く
社
会
保
障
の
議
論
の
重

お申し込み・お問い合わせは、共済部 ☎078－393－1805まで

テレビでお馴染みの

テレビでお馴染みの荻原博子
荻原博子さ　さ　　ん　んががお話しします
お話しします共済制度加入者の集い共済制度加入者の集い

兵庫県保険医協会設立50周年企画

第２部　パーティー
　　　　　　　　  「僕はナニワのアナウンサー」寺谷一紀さんと「僕はナニワのアナウンサー」寺谷一紀さんと  

一緒に、立食パーティーをお楽しみください一緒に、立食パーティーをお楽しみください

第１部　講演　「投資なんか、おやめなさい」
　　　　　　　経済ジャーナリスト　荻原博子氏
　各種金融機関が「人のいい小金持ちを狙っ
ている」と指摘する荻原氏。「『何に投資すれ
ばいいですか』と聞く人は絶対にダメ。手数
料目的の金融機関のカモになるだけです」と
断言します。「適切な資産形成の方法」とは？
みなさんのライフプランに有益な「とってお
きのいい話」をお聞かせいただく予定です。

１ まずは…院長・職員の皆さま、
 何卒ご協力を！
　今号同封のハガキ署名用紙、または１月中旬に
郵送でお届けした署名用紙に、院長のお名前をお
書きください。さらに、医院内で署名用紙を回覧
し、スタッフの方のお名前をお書きいただき、ご
返信ください。ご家族の方もぜひご協力ください。

３ さらに…患者さんに集めていただいて
　ご協力いただける患者さんなどには、署名用紙と返信封筒をお渡しし、多くの署
名を集めていただいてください。
　また、今回の署名の内容や、署名の効果を解説したリーフレットもあります。先
生ご自身やスタッフさんはもちろん、ご興味のある患者さんにもお渡しください。

　グッズはすべて無料でお届けします。今号に同封している注文用紙でご注文くだ
さい。お問い合わせは、☎078－393－1807まで

２ さらに、ご協力いただける先生は… 
　 ポスターを待合室に掲示し“ハガキ署名用紙”を患者さんへ
　患者さんやMRさんにも署名をお願いしてください。
　負担増計画が一目で分かるポスターを今号に同封しています
（７面）。待合室に掲示し、患者さんにお知らせください。
　今回は「渡すだけ」のカンタンな「ハガキ署名用紙」を用意
しました。診察室や受付で患者さんやMRさんにお渡しし、「お
名前を書いて、ポストに投函してください」というだけです。
お名前や住所が書かれた署名用紙を長期間、受付に置くことも
なく、患者さんなどの個人情報に配慮することができます。
　また、「ハガキ署名用紙」の入ったポケットティッシュもご
用意しておりますので、ぜひ、受付に置くなどご利用ください。

署名運動にご参加をあなたも

政
策
研
究
会

政
策
研
究
会

製
薬
優
遇
の
高
薬
価
を
引
き
下
げ

製
薬
優
遇
の
高
薬
価
を
引
き
下
げ

技
術
料
の
引
き
上
げ
を

技
術
料
の
引
き
上
げ
を

まずは院内で回覧まずは院内で回覧
して署名を集めてして署名を集めて
ください！ください！

▲▲医院で貰った署▲▲医院で貰った署
名。ハガキになって名。ハガキになって
いるから、個人情報いるから、個人情報
漏洩の心配もなく、漏洩の心配もなく、
安心！これなら簡単安心！これなら簡単
に協力できるね！に協力できるね！

日　時　２月９日（日）14時30分～（14時開場）
会　場　神戸メリケンパークオリエンタルホテル
　　　　（神戸市中央区波止場町５－６）
参加費　2000円　　定　員　先着120人
※協会の共済制度ご加入中の会員と同伴の方お一人までご参加可能

報 告
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生
命
保
険
金
等
に
関
す
る
課
税
関
係
と
支
払
調
書

 

〜
申
告
漏
れ
に
ご
注
意
を
〜

協
会
税
務
講
師
団　

税
理
士　
　

濱
西　

敏
郎

　

税
務
経
営
部
は
11
月
21
日
、
税

務
講
師
団
研
修
会
を
行
い
、
濱
西

敏
郎
税
理
士
が
、
保
険
会
社
等
が

税
務
署
に
提
出
す
る
支
払
調
書
に

つ
い
て
話
題
提
供
し
た
。
濱
西
税

理
士
の
報
告
書
を
掲
載
す
る
。

　

支
払
調
書
と
は
、
一
定
の
経
済

取
引
等
の
当
事
者
で
あ
る
支
払
者

（
生
命
保
険
会
社
等
）
が
、
そ
の

受
領
者
で
あ
る
相
手
方
（
個
人
・

法
人
）
の
承
諾
を
得
る
こ
と
な

く
、
そ
の
取
引
等
の
内
容
を
税
務

署
に
調
書
に
よ
っ
て
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
い
わ
ば
「
通
報
制
度
」
と
言

え
ま
す
。

　

生
命
保
険
会
社
等
か
ら
満
期
保

険
金
、
解
約
返
戻
金
な
ど
を
受
け

取
れ
ば
、
個
人
の
場
合
に
は
一
時

所
得
ま
た
は
雑
所
得
と
し
て
所
得

税
の
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
確
定
申
告
を
し
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
「
支
払
調

書
」
に
基
づ
い
て
税
務
署
か
ら
申

告
漏
れ
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
０
１
８
年
１
月
１
日
よ
り

「
生
命
保
険
契
約
等
の
一
時
金
の

支
払
調
書
（
Ａ
）」（
所
得
税
法
）

に
つ
い
て
は
、「
現
在
の
契
約
者

の
変
更
前
の
契
約
者
つ
い
て
」
の

記
載
事
項
が
追
加
さ
れ
、
契
約
者

の
変
更
に
よ
る
申
告
漏
れ
を
税
務

署
が
指
摘
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
同
じ
く
２
０
１
８
年
１

月
１
日
よ
り
「
保
険
契
約
者
等
の

異
動
に
関
す
る
調
書
（
Ｂ
）」（
相

続
税
法
）
が
新
設
さ
れ
、「
生
命

保
険
契
約
に
関
す
る
権
利
」
の
相

続
税
の
課
税
を
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
。

　

本
稿
で
は
、
生
命
保
険
会
社
等

が
税
務
署
に
提
出
を
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
支
払
調
書
に
よ
る
課
税

関
係
を
解
説
し
ま
す
。

（
１
）生
命
保
険
契
約
等
の

一
時
金
の
支
払
調
書（
Ａ
）、

年
金
の
支
払
調
書

①
提
出
義
務
者

　

個
人
ま
た
は
法
人
に
対
し
、
生

命
保
険
金
等
（
保
険
金
、
解
約
返

戻
金
な
ど
）
の
支
払
い
を
す
る
者

（
生
命
保
険
会
社
等
）

②
提
出
期
限

　

支
払
の
確
定
し
た
日
の
属
す
る

年
の
翌
年
１
月
31
日

③
提
出
範
囲

イ 

．
一
時
金
の
場
合
は
１
回
に
支

払
う
べ
き
金
額
が
１
０
０
万
円

を
超
え
る
も
の
。
な
お
、
す
で

に
相
続
税
法
の
規
定
に
よ
り

「
生
命
保
険
金
・
共
済
金
受
取

人
別
支
払
調
書
」
が
提
出
さ
れ

て
い
る
場
合
は
提
出
を
要
し
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ロ 

．
年
金
の
場
合
に
は
そ
の
年
の

支
払
金
額
が
20
万
円
を
超
え
る

も
の
。

④
記
載
事
項
の
追
加
（
２
０
１
８

年
１
月
１
日
か
ら
）

　

一
時
金
の
支
払
調
書
（
Ａ
）
に

つ
い
て
は
、
下
記
の
記
載
事
項
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
そ
の
契
約
者
の
変
更
前
の
契

約
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

又
は
所
在
地
」

　

「
そ
の
契
約
に
係
る
契
約
者
の

変
更
の
回
数
」

⑤
満
期
保
険
金
、
解
約
返
戻
金
の

課
税
関
係

イ 

．
保
険
料
負
担
者
と
受
取
人
が

同
じ
場
合

　

 　
一
時
金
で
受
け
取
る
と
所
得

税
の
一
時
所
得
と
な
り
ま
す
。

年
金
で
受
け
取
る
と
所
得
税
の

雑
所
得
と
な
り
ま
す
。

ロ 

．
保
険
料
負
担
者
と
受
取
人
が

異
な
る
場
合

　

 　
受
取
人
が
保
険
料
負
担
者
か

ら
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
贈
与
税
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

す
。

ハ 

．
被
保
険
者
（
夫
）
が
死
亡

し
、
保
険
料
負
担
者
が
（
妻
）

で
、（
子
）
が
保
険
金
を
受
け

取
っ
た
場
合

　

 　
（
子
）
の
受
け
取
っ
た
保
険

金
が
贈
与
税
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

⑦
契
約
者
が
変
更
さ
れ
た
場
合
の

課
税
関
係

　

④
の
記
載
事
項
の
追
加
の
と
お

り
、
２
０
１
８
年
１
月
１
日
以
後

に
保
険
金
が
支
払
わ
れ
た
場
合

に
、
そ
の
契
約
者
の
前
の
契
約
者

が
誰
で
あ
っ
た
か
が
、
こ
の
支
払

調
書
に
よ
り
税
務
署
に
報
告
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
保
険
契

約
に
お
い
て
は
契
約
者
が
保
険
料

を
負
担
す
る
義
務
が
あ
り
、
契
約

者
＝
保
険
料
負
担
者
で
あ
る
こ
と

が
一
般
的
で
す
。
契
約
者
を
変
更

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
前
の
契

約
者
（
保
険
料
負
担
者
）
か
ら
保

険
金
を
受
け
取
っ
た
現
在
の
契
約

者
に
経
済
的
利
益
が
移
転
し
た
こ

と
に
な
り
、
受
け
取
っ
た
保
険
金

の
う
ち
従
前
の
契
約
者
が
負
担
し

た
保
険
料
部
分
は
、
贈
与
と
な

り
、
贈
与
税
な
ど
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ

い
。

（
２
）保
険
契
約
者
等
の

異
動
に
関
す
る
調
書（
Ｂ
）

①
提
出
義
務
者

　

生
命
保
険
会
社
等

②
提
出
期
限

　

契
約
変
更
の
効
力
の
生
じ
た
日

の
属
す
る
年
の
翌
年
１
月
31
日

③
提
出
範
囲

　

生
命
保
険
契
約
等
の
契
約
者
が

死
亡
し
た
こ
と
に
伴
い
契
約
者
の

変
更
手
続
を
行
っ
た
場
合
で
、
解

約
返
戻
金
相
当
額
が
１
０
０
万
円

を
超
え
る
契
約
に
係
る
も
の
。

④
生
命
保
険
契
約
に
関
す
る
権
利

（
相
続
税
）
の
課
税
関
係

　

生
命
保
険
契
約
（
掛
け
捨
て
の

保
険
契
約
は
除
か
れ
ま
す
）
の
契

約
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
、
契
約

者
が
相
続
人
等
に
変
更
さ
れ
る

と
、
新
契
約
者
は
保
険
契
約
を
解

約
し
解
約
返
戻
金
を
受
け
取
る
権

利
が
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
を
「
生

命
保
険
契
約
に
関
す
る
権
利
」
と

い
い
、
相
続
税
の
課
税
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

保
険
金
の
支
払
い
が
な
く
、
契

約
者
の
死
亡
に
よ
る
変
更
で
す
の

で
、
従
前
は
、
支
払
調
書
は
税
務

署
に
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
相

続
税
の
課
税
対
象
で
あ
る
「
生
命

保
険
契
約
に
関
す
る
権
利
」
の
申

告
漏
れ
を
指
摘
す
る
た
め
に
、
生

命
保
険
会
社
等
は
「
保
険
契
約
者

等
の
異
動
に
関
す
る
調
書
」
の
税

務
署
へ
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。
契
約
者
が
死
亡
し
契
約

者
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
相

続
税
の
申
告
漏
れ
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

⑥
死
亡
保
険
金
の
課
税
関

係イ 

．
被
保
険
者
（
夫
）
が

死
亡
し
、
保
険
料
負
担

者
が
（
夫
）
で
、（
妻
）

が
保
険
金
を
受
け
取
っ

た
場
合

　

 　
（
妻
）
の
受
け
取
っ

た
保
険
金
が
相
続
税
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

ロ 

．
被
保
険
者
（
夫
）
が

死
亡
し
、
保
険
料
負
担

者
が
（
妻
）
で
、（
妻
）

が
保
険
金
を
受
け
取
っ

た
場
合

　

 　
（
妻
）
の
受
け
取
っ

た
保
険
金
が
所
得
税
の

一
時
所
得
と
な
り
ま

お問合せは共済部まで　 ０７８-３９３-１８０５

死亡保険は安さが一番！ネット生保の保険料と比べてください
最高保障額 1億2000万円！グループ保険グループ保険6000万円6000万円 新グループ保険6000万円＋＋

＋

○断然安い保険料
○毎年高配当を継続　昨年度は54％配当
○最高6000万円の大型保障
○配偶者も1000万円セット加入OK

※制度改善でもっとよくなりました！
① 最高保障額を6000万円にアップ
② 保険料を平均20％ダウン
③ 満期年齢を80歳にアップ

グループ保険が　　　　 よくなりました！＼もっと／

※制度改善でもっとよくなりました！
① 最高保障額を6000万円にアップ
② 掛金をダウン

○掛金負担なしで先進医療保険加入OK
○掛金は協会グループ保険より低廉
○配偶者セット加入も最高3000万円
○こども加入特約あり（400万円）

協会グループ保険の上乗せ保障に

グループ保険グループ保険 新グループ保険新グループ保険

臨床医学講座

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

『咳嗽・喀痰の診療ガイドライン2019』に『咳嗽・喀痰の診療ガイドライン2019』に
もとづく咳嗽・喀痰患者の診療もとづく咳嗽・喀痰患者の診療

日　時　３月１日（日）10時30分～16時30分
会　場　協会５階会議室
講　師　滋賀医科大学呼吸器内科講師／教育医長　長尾　大志先生
プログラム

講義１　 『咳嗽・喀痰の診療ガイドライン2019』にもとづく、咳嗽・喀痰患
者の診療①　10時30分～12時

講義２　 『咳嗽・喀痰の診療ガイドライン2019』にもとづく、咳嗽・喀痰患
者の診療②　12時45分～14時15分

講義３　咳嗽・喀痰症例検討　14時45分～16時15分
※12時～45分 昼食（昼食をご用意しております）、14時15分～45分 休憩
参加費　医師・歯科医師5000円、研修医・薬剤師・看護師等3000円
※昼食準備等のため、必ず事前にお申し込みください

確定申告個別相談会確定申告個別相談会

お申し込み・お問い合わせは、
 税経部☎078－393－1817まで

日　時　 ２月29日（土）、３月１日
（日）、13時～16時のうち
１時間

会　場　協会会議室
費　用　
相談料（相談のみの方） １万円
申告書自己提出の方 ２万円
措置法26条による申告書作成 ３万円～
青色申告等実額による申告書作成 ５万円～
※ ４日前までに要事前予約。
　先着順に受付

確定申告直前の最終確認、総仕上げに！

特別金利キャンペーン実施中特別金利キャンペーン実施中!!
　協会と京都銀行の提携
融資制度は、期間限定の
特別金利キャンペーンを
実施しています（2020年
３月末申込分まで）。通
常より年0.4％優遇金利
となります。借り換えも
可能、手数料も通常より
優遇していますので、ぜ
ひご利用ください。 ※1000万円までは原則、担保不要

※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1817 融資部まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

融資部より

2020年２月１日現在
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11
月
に
京
都
府
保
険
医
協
会
よ

り
発
刊
さ
れ
た
『
開
業
医
医
療
崩

壊
の
危
機
と
展
望
』
を
紹
介
し
ま

す
。
日
本
の
医
療
は
現
在
で
も
各

国
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
は
保
険
証
が
〝
プ

ラ
チ
ナ
カ
ー
ド
〞
と
評
さ
れ
て
い

の
歴
史
に
つ
い
て
、
筆
者
は
綿
密

に
取
材
さ
れ
て
お
り
、
正
確
で
読

み
や
す
い
素
敵
な
文
章
で
解
説
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
甲
子
園
の
こ
と

に
つ
い
て
も
、
鳴
尾
村
の
村
史
ま

で
丁
寧
に
調
べ
た
上
で
、
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
記
憶
力
も
す
ば
ら
し
く
、

す
ご
い
取
材
力
で
、
話
を
上
手
に

聞
き
出
し
て
、
情
報
を
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
の
プ
ロ
野
球
史

の
生
き
字
引
と
も
言
え
る
お
方

で
、
こ
こ
ま
で
正
確
に
広
く
取
材

を
さ
れ
て
い
る
本
は
、
見
た
こ
と

　

今
で
こ
そ
プ
ロ
野
球
は
隆
盛
を

極
め
て
い
ま
す
が
、
過
去
に
は
多

難
の
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
時

中
、
２
リ
ー
グ
分
裂
時
、
球
団
身

売
り
時
代
、
交
流
戦
開
始
直
前

期
。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
の
苦
難

が
あ
り
ま
せ
ん
。

野
球
殿
堂
博
物
館

に
入
っ
て
い
た
だ

く
べ
き
お
方
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
本
は
、
１

９
８
８
年
の
日
本

社
会
の
様
子
や
球

団
の
経
営
状
態
だ

け
に
と
ど
ま
ら

る
こ
と
か
ら
も
伺
え
ま
す
。

　

本
書
で
は
、
日
本
の
医
療
保
険

制
度
の
歴
史
を
概
括
し
て
い
ま

す
。
内
容
は
、
大
き
く
二
つ
に
分

け
ら
れ
、
①
国
民
皆
保
険
制
度
の

成
り
立
ち
と
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
、
②
国
民
皆
保
険
制
度
の
行
く

工
場
法
、
健
康
保
険
法
が
成
立

し
、
１
９
３
８
年
、
労
働
者
以
外

の
国
民
も
対
象
に
、
地
域
で
組
織

す
る
保
険
制
度
と
し
て
国
民
健
康

保
険
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
労
働
者
以
外
の
国
民
へ
の
保

険
制
度
は
、
当
時
と
し
て
は
世
界

に
類
を
見
な
い
画
期
的
な
も
の
で

あ
り
、
そ
の
後
の
国
民
皆
保
険
制

度
の
土
台
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
敗
戦
後
、
日
本
国
憲
法

の
誕
生
に
よ
り
、
日
本
の
医
療
保

険
制
度
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

ま
す
。
憲
法
９
条
と
25
条
に
よ
り

〝
戦
争
な
き
福
祉
国
家
〞
の
構
築

宣
言
を
経
て
、
50
年
に
は
生
活
保

護
法
が
抜
本
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
フ
レ
で
壊
滅
状
態
だ
っ
た
医

療
保
険
制
度
も
、
50
年
の
社
会
保

障
制
度
審
議
会
の
勧
告
等
を
受

け
、
国
民
皆
保
険
化
に
舵
を
取
っ

て
い
き
ま
す
。
61
年
、
つ
い
に
国

民
皆
保
険
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
根

幹
を
成
す
現
物
給
付
も
改
善
さ

れ
、
各
地
で
窓
口
負
担
無
料
運
動

も
起
こ
り
、
73
年
〝
福
祉
元
年
〞

を
迎
え
ま
す
。
本
書
は
以
上
の
過

程
を
細
か
く
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
の
新
自
由
主
義
に
つ
い

て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
や
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界
経
済
の
落

ち
込
み
が
淵
源
に
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。
世
界
各
国
は
ケ
イ
ン
ズ
理

論
を
基
に
し
た
北
欧
の
福
祉
国
家

と
、
自
由
主
義
を
基
に
す
る
米
英

な
ど
に
施
策
が
分
か
れ
、
本
書
で

は
そ
の
差
を
対
比
さ
せ
て
い
ま

す
。
日
本
は
80
年
代
に
米
英
な
ど

と
同
じ
施
策
へ
傾
倒
す
る
こ
と
と

な
り
、
そ
の
後
、「
小
泉
改
革
」

を
代
表
と
す
る
新
自
由
主
義
が
台

頭
し
た
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
皆
保
険
の
歴
史
や
新
自
由

主
義
台
頭
に
つ
い
て
、
開
業
医
運

動
が
ど
う
関
わ
っ
て
き
た
か
と
い

う
観
点
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
全
編

に
わ
た
り
く
わ
し
く
述
べ
ら
れ
て

お
り
、
経
済
学
書
、
歴
史
書
や
憲

手
を
さ
え
ぎ
る
新
自
由

主
義
、
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

一
つ
目
の
国
民
皆
保

険
制
度
は
、
明
治
時
代

の
労
働
者
保
護
対
策
や

相
互
扶
助
組
織
を
起
源

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
労
働
者
へ
の
療
養

の
給
付
を
原
則
と
す
る

ず
、
球
団
売
却
に
携
わ
っ
た
企
業

戦
士
の
心
の
ひ
だ
に
ま
で
入
り
込

み
、
新
し
い
資
料
や
証
言
を
駆
使

し
て
公
表
さ
れ
て
い
な
い
秘
密
の

部
分
ま
で
あ
ぶ
り
出
し
て
い
き
ま

す
。
新
聞
で
も
、
読
売
、
東
京
、

西
日
本
、
産
経
、
北
海
道
の
ほ

か
、
ス
ポ
ー
ツ
報
知
、
サ
ン
ケ
イ

ス
ポ
ー
ツ
、
夕
刊
フ
ジ
、
週
刊
現

代
、
週
刊
新
潮
、
ス
ポ
ー
ツ
雑
誌

ナ
ン
バ
ー
な
ど
も
取
り
上
げ
、
喝

采
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

最
終
章
、
伝
説
の
近
鉄
―
ロ
ッ

テ
の
７
時
間
33
分
に
わ
た
る
２
試

合
の
死
闘
に
関
す
る
描
写
も
、
監

督
や
選
手
、
審
判
の
証
言
や
心
理

を
引
き
出
し
、
臨
場
感
に
満
ち
た

描
写
で
、
吸
い
込
ま
れ
て
い
き
ま

す
。
こ
の
話
は
30
年
以
上
前
の
こ

と
で
す
が
、
当
時
テ
レ
ビ
の
前
で

釘
付
け
と
な
っ
た
記
憶
が
よ
み
が

え
っ
て
き
ま
し
た
。
野
球
フ
ァ
ン

に
と
っ
て
は
、
非
常
に
面
白
い
本

で
す
。 

【
灘
区　

岡
本　

好
司
】

発
行　

株
式
会
社
か
も
が
わ
出
版

　
　
　

定
価　

１
７
０
０
円
＋
税

発
行　

新
潮
社
、
１
７
０
５
円
（
税
込
）

京
都
府
保
険
医
協
会　

編

山室　寛之　著

『
開
業
医
医
療
崩
壊
の

 

危
機
と
展
望
』

『1988年の
 パ・リーグ』

ご注文・お問い合わせは、☎078－393－1807　新聞部まで

○合本　7,000円（特別装丁〈レザークロス、雲クロス、貼り表紙金文字〉）
○CD-ROM縮刷版　1,000円（PDFデータを１枚のCD-ROMにまとめました）
※いずれも税・送料込み

保険医新聞保険医新聞兵
庫
兵
庫

2019年版ご案内2019年版ご案内合本
１年間の集大成。32号分約200面を網羅１年間の集大成。32号分約200面を網羅

第29回（一社）日本有病者歯科医療学会総会・学術大会

メインテーマ「繋
つな

ぐ！地域へ」
会　期　２月28日（金）～３月１日（日）　　会　場　神戸国際会議場
参加費　 医師・歯科医師・薬剤師　15000円、コメディカル　5000円
大会長　足立了平先生（協会副理事長、神戸常盤大学短期大学部口腔保健学科・ときわ病院歯科口腔外科）
日本歯科医学会専門分科会昇格記念講演　
　　　　　　「更なる高みへ」 日本歯科医学会会長　住友雅人先生
特別講演１　「有機物顕微分析の最先端－ドラックデリバリーからはやぶさ２まで－」
 自然科学研究機構分子科学研究所極端紫外光研究施設助教　大東琢治先生
特別講演２　「アルツハイマーとナトリウムポンプ
 ～タンパク質間相互作用を標的とする低分子医薬品の開発～」
神戸医療産業都市推進機構先端医療研究センター神経変性疾患研究部部長　星美奈子先生
※ 他にも歯科と栄養のコラボ・歯周病とアルツハイマー病などの講演があり
ます。くわしくは、「第29回日本有病者歯科医療学会　学術大会」のHP
（http://jsdmcp29.org/04.html）よりご確認ください（「29　有病者」で検索）

　

協
会
で
は
、
国
の
指
定
難
病
医

療
費
助
成
制
度
（
以
下
、
難
病
助

成
制
度
）
の
改
善
を
求
め
る
請
願

を
各
市
町
議
会
で
進
め
て
い
る

（
昨
年
11
月
15
日
号
既
報
）。
新

た
に
加
東
市
・
小
野
市
・
宝
塚
市

・
川
西
市
・
猪
名
川
町
で
請
願
が

採
択
さ
れ
た
。

北
播
支
部

加
東
市
・
小
野
市
で
採
択

　

北
播
支
部
で
は
加
東
市
・
小
野

市
の
12
月
議
会
に
そ
れ
ぞ
れ
請
願

書
・
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　

加
東
市
で
は
、
11
月
12
日
、
桂

正
剛
評
議
員
・
支
部
世
話
人
が
、

岸
本
眞
知
子
市
議
会
副
議
長
に
紹

介
議
員
を
要
請
。
同
議
員
の
紹
介

の
も
と
、
桂
先
生
、
田
渕
光
理
事

・
世
話
人
、
曽
野
瑞
弘
評
議
員
・

世
話
人
、
林
武
志
支
部
長
が
請
願

人
と
な
り
請
願
書
を
提
出
し
た
。

同
議
会
は
、
12
月
３
日
の
総
務
文

教
常
任
委
員
会
で
請
願
を
審
議
。

全
会
派
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
24

日
の
本
会
議
で
も
審
議
さ
れ
、
全

会
派
の
賛
成
に
よ
っ
て
意
見
書
が

採
択
さ
れ
た
。

　

小
野
市
議
会
で
は
、
西
山
敬
吾

予
備
評
議
員
・
世
話
人
、
林
武
志

支
部
長
が
要
望
者
と
な
り
、
要
望

書
を
提
出
。
12
月
18
日
の
民
生
地

域
常
任
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
全

会
派
一
致
で
採
択
。
25
日
の
本
会

議
で
も
、
全
会
派
の
賛
成
に
よ
っ

て
、
意
見
書
が
採
択
さ
れ
た
。

北
阪
神
支
部

２
市
１
町
で
採
択

　

北
阪
神
支
部
で
も
各
議
会
に
請

願
書
を
提
出
し
、
宝
塚
市
・
川
西

市
・
猪
名
川
町
議
会
で
採

択
、
川
西
市
・
猪
名
川
町
で

国
へ
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ

た
。

　

宝
塚
市
議
会
は
、
11
月
27

日
の
文
教
生
活
常
任
委
員
会

で
請
願
を
審
議
。
委
員
会
で

は
口
頭
陳
述
の
場
が
設
け
ら

れ
、
中
井
通
治
支
部
長
か
ら

請
願
書
の
採
択
を
求
め
た

（
事
務
局
が
代
読
）。
請
願

に
つ
い
て
委
員
か
ら
は
、

「
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
に
医

療
費
助
成
が
重
要
だ
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
、
賛
成
多

採
択
さ
れ
た
。
ま
た
、
25
日
の
本

会
議
で
も
賛
成
多
数
で
採
択
さ

れ
、
国
へ
意
見
書
を
提
出
し
た
。

　

猪
名
川
町
議
会
は
、
12
月
11
日

の
生
活
建
設
常
任
委
員
会
で
請
願

を
審
議
。
請
願
内
容
に
異
議
は
出

ず
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、
17
日

の
本
会
議
で
も
全
会
一
致
で
採
択

と
な
り
、
国
へ
の
意
見
書
提
出
を

決
定
し
た
。

　

こ
の
請
願
活
動
は
、
国
の
難
病

助
成
制
度
に
、
２
０
１
５
年
１
月

よ
り
新
た
に
「
重
症
度
基
準
」
が

導
入
さ
れ
、
難
病
認
定
患
者
で
あ

っ
て
も
こ
の
基
準
で
「
軽
症
」
と

認
定
さ
れ
る
と
医
療
費
助
成
の
対

象
外
と
す
る
改
悪
に
対
す
る
も

の
。
助
成
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ

た
不
認
定
患
者
等
は
全
国
で
約
14

・
６
万
人
に
上
る
。
協
会
は
、
地

域
医
療
部
会
や
各
支
部
で
の
討
議

を
経
て
請
願
を
行
い
、
こ
れ
ま
で

に
明
石
市
で
も
採
択
さ
れ
て
い

る
。

加
東
市
で
は
桂
先
生
（
右
）
が
岸
本
同
市
議

会
副
議
長
（
左
）
に
請
願
書
の
紹
介
を
依
頼

し
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

難病助成制度の改善求める請願

北播・北阪神で
　　　　採択すすむ

数
で
採
択
さ
れ
た
。
ま
た
、
12
月

19
日
の
本
会
議
で
も
請
願
は
採
択

さ
れ
た
が
、
全
会
一
致
と
は
な
ら

な
か
っ
た
た
め
、
国
へ
の
意
見
書

は
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

川
西
市
議
会
は
、
12
月
11
日
の

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
請
願
を

審
議
。
会
派
無
所
属
議
員
１
人
の

反
対
が
あ
っ
た
が
、
賛
成
多
数
で

法
を
知
る
資
料
と
し
て
も
面
白
く

読
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
若
い
ド
ク

タ
ー
に
向
け
て
、
先
達
の
苦
労
・

歴
史
を
ひ
も
と
い
た
上
で
、
働
き

方
改
革
、
地
域
包
括
ケ
ア
、
専
門

医
制
度
な
ど
が
今
後
の
医
療
に
ど

う
影
響
す
る
の
か
、
問
題
提
起
を

し
て
い
ま
す
。

　

知
識
欲
の
高
い
一
般
の
方
々
に

も
琴
線
に
触
れ
る
内
容
な
の
で
、

待
合
室
に
置
く
こ
と
も
一
案
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た

だ
き
た
い
一
冊
で
す
。

【
北
区
・
歯
科　

川
西　

敏
雄
】
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「休業保障制度」ご加入の先生へ

休業されたら、休業されたら、
　　すぐ共済部までご連絡ください　　すぐ共済部までご連絡ください

・ 必ず第三者の医師に受診してください（受診後の休業に対
し保障します）。
・柔道整復師（はり・きゅう）等による施術は給付対象外です。
・休業中は診療行為はせず、完全にお仕事を休んでください。
　※ 自宅療養、代診をおいても給付されますので、忘れず申
請してください。

審査･指導相談日 ●２月13日（木）14時～
●協会５階会議室

※医科は事前予約制 ☎078－393－1840まで、
　歯科は随時 ☎078－393－1809まで

※「指導通知」が届いたら、まず保険医協会にご連絡ください。 
※『月刊保団連』同封の「保険審査相談用紙」をご利用ください。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

脳疾患と定位放射線治療
～最近の話題より～

日　時　２月29日（土）16時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　慈恵会新須磨病院　ガンマナイフ治療センター　近藤　威先生
参加費　1,000円（協会会員は無料）

文化部　新春落語企画

生の落語で「初笑い！」生の落語で「初笑い！」
年始めは

　

文
化
部
は
１
月
11
日
、
協
会
会
議
室
で
第

９
回
落
語
企
画
「
初
笑
い
！　

新
春
保
険
医

寄
席
」
を
開
催
。
桂
花
團
治
師
匠
、
笑
福
亭

純
瓶
師
匠
を
演
者
に
会
員
、
ス
タ
ッ
フ
、
家

族
ら
92
人
が
参
加
し
た
。
花
團
治
師
匠
は

「
蝦が

蟇ま

の
油
」「
一
文
笛
」
を
、
純
瓶
師
匠

は
「
千
早
振
る
」「
金
の
大
黒
」
を
熱
演
。

参
加
者
は
落
語
家
の
肉
声
を
聞
き
な
が
ら
、

所
作
を
間
近
で
見
る
醍
醐
味
を
堪
能
し
た
。

保険医協会へのお問い合わせは  　　　　　
便利な直通電話（ダイヤルイン）をご利用ください

共済制度・税務・
経営・融資　　　
078－393－1805

指導相談　
研究会活動

078－393－1840

医科　入会
開業相談　

078－393－1817

歯科・文化

078－393－1809

政策・新聞・反核
平和・環境公害　
078－393－1807

代表
078－393－1801
FAX
078－393－1802

診療報酬算定・減点返戻　　078－393－1803
受付時間　平日　10時～12時、14時～17時

〈患者〉社保・男性
〈診療年月〉2017年11月
〈主な傷病名・診療開始月〉湿疹　2017年11月24日
〈主な請求内容〉
　初診料

　　初診（乳幼児）加算　357×１

　乳幼児育児栄養指導料　130×１

〈減点内容〉
　初診料→再診料

　保険者再審により、Ｃ項（Ａ・Ｂ以外の医学的理由）として初診料が再診

料に減点

〈主治医コメント〉
　10月の最終診療日が10月27日「急性鼻炎の再発」で、10月31日に治癒して

いる。

〈協会コメント〉
　初診料の算定について、診療点数の通知では「患者の傷病について医学的

に初診といわれる診療行為があった場合に算定する」とされ、「患者が任意

に診療を中止し、１カ月以上経過した後、再び同一の医療機関において診療

を受ける場合には、その診療が同一病名又は同一症状によるものであって

も、その際の診療は、初診として取り扱う」ただし、「慢性疾患等明らかに

同一の疾病又は負傷であると推定される場合の初診料は、初診として取り扱

わない」とされています。

　11月24日の診療については、前回診療日（10月27日「急性鼻炎の再発」）

の治癒日が10月31日であり、疾患も異なることから初診扱いとしていただい

ても差し支えないかと考えます。

〈再審査請求結果〉
　復活

初診料の減点・復活事例

　

韓
国
が
進
む
べ
き
国
家
像
と
は

何
か
、
改
め
て
考
え
る
。

　

第
一
に
、
国
家
と
し
て
の
正
当

性
は
何
か
？　

あ
ら
ゆ
る
支
配
に

対
し
、
民
衆
が
自
ら
の
闘
い
に
よ

り
独
立
を
得
て
、
初
め
て
革
命
足

り
う
る
。
し
か
し
近
代
以
降
の
朝

鮮
で
は
全
面
的
な
独
立
戦
争
や
革

命
と
呼
べ
る
も
の
は
な
か
っ
た
。

　

ビ
ス
マ
ル
ク
は
言
う
。
愚
者
は

経
験
に
学
ぶ
、
さ
れ
ど
賢
者
は
歴

史
に
学
ぶ
。
英
国
は
清
教
徒
革
命

や
名
誉
革
命
に
際
し
て
市
民
レ
ベ

ル
で
暴
君
を
追
い
払
っ
た
。

　

韓
国
の
主
張
は
夜
郎
自
大
と
も

言
わ
れ
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
は
事

大
主
義
で
あ
る
。
半
島
国
家
で
あ

る
た
め
か
、
過
去
の
歴
史
を
掘
り

　

但
馬
支
部
は
１
月
23
日
、
大
塚

製
薬
株
式
会
社
と
共
催
で
症
例
検

討
会
（
救
急
医
療
シ
リ
ー
ズ
第
３

回
）
を
公
立
豊
岡
病
院
会
議
室
で

開
催
。「
腹
痛
の
患
者
さ
ん
が
来

た
時
ど
う
す
る
？
」
を
テ
ー
マ
に

公
立
豊
岡
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
の
浜
上
知
宏
先
生
が
講
演
し
、

20
人
が
参
加
し
た
。
坂
本
健
一
先

生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

浜
上
先
生
は
救
急
外
科
医
と
し

て
、
疾
病
に
よ
る
緊
急
手
術
だ
け

で
な
く
、
外
傷
手
術
も
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
術
後
管
理
も
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
但
馬
地

域
で
は
唯
一
の
三
次
救
急
病
院
の

外
科
医
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
患
者
は
一
刻
を
争
う
状
態
の

方
も
多
く
、
非
常
に
ス
ト

レ
ス
の
か
か
る
毎
日
を
お

過
ご
し
と
考
え
ま
す
。
日

常
診
療
で
大
変
お
忙
し
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
会
員
な

ら
び
に
研
修
医
に
対
し

て
、
日
頃
の
診
療
内
容
も

交
え
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

「
急
性
腹
症
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
に
沿
っ
た
お
話

で
、
特
に
印
象
の
残
っ
た

内
容
は
、
①
急
性
胃
腸
炎

は
嘔
吐
↓
下
痢
症
状
が
普

通
で
、
下
痢
↓
嘔
吐
の
場

合
は
急
性
胃
腸
炎
以
外
の

疾
患
を
考
え
る
。
症
状
の
時
間
経

過
が
大
事
で
あ
る
、
②
腹
痛
時
の

治
療
と
し
て
、
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ

ェ
ン
が
安
全
で
あ
る
。
ア
セ
ト
ア

ミ
ノ
フ
ェ
ン
１
０
０
０
㎎
の
静
注

（
品
名
は
ア
セ
リ
オ
）
が
救
急
外

来
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
、
③
腹
部
所
見
を
と
る
と
き

に
、
エ
コ
ー
を
利
用
し
て
実
際
に

そ
の
臓
器
を
確
認
し
な
が
ら
所
見

を
と
る
、
と
い
う
方
法
が
よ
り
正

確
に
な
る
。
例
え
ば
マ
ー
フ
ィ
ー

徴
候
や
マ
ッ
ク
バ
ー
ニ
ー
圧
痛
点

を
エ
コ
ー
の
プ
ロ
ー
ブ
で
押
す
こ

と
に
よ
り
確
認
す
る
な
ど
で
あ

る
、
の
三
点
で
し
た
。

　

会
員
か
ら
の
質
問
に
も
丁
寧
に

答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

但
馬
支
部
長
の
谷
垣
正
人
先
生

は
腹
痛
で
病
院
に
紹
介
し
た
患
者

の
診
断
結
果
の
ま
と
め
を
報
告
く

だ
さ
り
、
開
業
医
に
来
院
さ
れ
る

救
急
症
例
と
し
て
と
て
も
興
味
深

く
拝
見
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
勉
強
会
は
受
け
身

に
な
り
が
ち
で
す
が
、
会
員
が
経

験
し
た
症
例
を
発
表
す
る
場
に
す

る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
発
展
が
期

待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。

 

【
朝
来
市　

坂
本　

健
一
】

起
こ
し
て
も
、
陸
か
ら
の
勢
力
た

る
大
陸
（
中
国
）
の
冊
封
体
制
に

組
み
込
ま
れ
た
り
、
海
か
ら
の
勢

力
、
大
日
本
帝
国
や
米
国
か
ら
の

外
圧
に
よ
る
支
配
を
受
け
た
り
で

あ
る
。
そ
の
度
に
二
又
蝙こ

う

蝠も
り

外
交

を
繰
り
返
し
た
。
そ
の
証
拠
に
北

朝
鮮
が
核
開
発
に
成
功
し
た
時
、

一
部
の
韓
国
民
も
喜
ん
だ
。
こ
れ

は
何
を
意
味
す
る
か
。

　

朝
鮮
半
島
の
真
の
自
主
独
立
を

願
い
た
い
。
周
辺
大
国
の
干
渉
を

受
け
ず
、「
兄け

い

弟て
い

牆か
き

に
鬩せ

め

げ
ど
も

外
そ
の
務

あ
な
ど

り
を
禦ふ

せ

ぐ
」
た
る
道
を

歩
ん
で
も
ら
い
た
い
。
将
来
、
朝

鮮
半
島
に
巨
大
な
人
口
八
千
万
人

の
大
国
（
統
一
高
麗
国
）
が
誕
生

し
て
も
核
武
装
は
望
ま
な
い
。

講師の浜上先生と参加者で、
活発な意見交換がなされた　

桂花團治師匠が「蝦蟇の油」「一文笛」を
披露した 　　　　　　　　　　　　　　

薬科部研究会

但馬支部　症例検討会但馬支部　症例検討会

明
石
市　
　

永
本　
　

浩

員員 稿稿
会 投

鼠
忘
壁
、
壁
不
忘
鼠
（
続
編
）

症状の時間経過が
大事

感
想
文
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診診 内内 研研
よよ りり 510

医療法人社団　廣仁会　札幌皮膚科クリニック
褥瘡・創傷治癒研究所 安部　正敏先生講演

（前号からのつづき）

見逃してはいけない皮膚疾患
　見逃してはいけない皮膚疾患は数
多く存在するが、本稿では悪性腫瘍
に焦点を当てる。皮膚においても、
他臓器と同様、さまざまな悪性腫瘍
が生ずる。当然、放置しておけば他
臓器へ転移し、患者の生命予後に大
きな影響を及ぼす。内臓悪性腫瘍同
様、皮膚癌においても早期発見が重
要である。皮膚に生ずる腫瘍はおお
むね自覚症状を伴わないため、患者
は単なる湿疹などと自己判断し放置
する場合も多い。本稿ではジェネラ
リストが見逃してはならない皮膚腫
瘍である、①日光角化症、②乳房外
パジェット病、③基底細胞癌の三つ
に絞って解説する。
①日光角化症
　本症は臨床所見が湿疹・皮膚炎に
類似するため、患者は軽症と考えて
いる場合が多い。特に顔面に出現す
るため、容易に家族などに指摘され
るものの、市販薬などで対処される
ことも多い。
　本症では、自覚症状がない点を見
逃してはならない。また、表面の鱗
屑が極めて厚い点に着目する必要が
ある（図７）。時に鱗屑が結節状に
なったり、皮角とよばれる角状にな
ったりする。また、時に患者が鱗屑
を自ら剥がしてしまいびらんとなる
場合もあるため注意を要する（図
８）。湿疹ではこのような臨床には
ならない。
　本症は紫外線照射による、表皮の
前癌病変である。表皮基底層付近の
細胞に配列の乱れや異型性をみる。
放置していると、有棘細胞癌に進展
する場合がある。
　治療は、以前は外科的切除が第一
選択であった。当然在宅においては
難しかったが、近年はイミキモドが
保険適用となり、より低侵襲で治療
が可能となった。イミキモドは外用

観を呈する（図９）。ただし、症例
によっては角化傾向が少なく、比較
的表面平滑な紅色結節としてみられ
る場合もある。本症は進行すると、
主に中央部がびらん・潰瘍化し、表
面に湿潤した黄白色調の壊死物質が
付着するようになる。このため時と
して皮膚潰瘍と誤診されて延々と外
用療法を行われている場合がある
が、その間にも癌は内臓に転移して
しまう！　なお、有棘細胞癌は、熱
傷瘢痕や紫外線による日光角化症な
ど先行病変があることがほとんどで
あるので、詳細な問診が重要であ
る。
　有棘細胞癌の治療は原則外科的切
除であり、進行度合いによっては化
学療法や放射線療法が選択される。
②乳房外パジェット病
　高齢者の外陰部に好発する紅斑で
あり、湿疹や真菌症として誤診され
ている患者が多い！　診断できなく
ともいいので、本症を絶えず疑う姿
勢が重要である！
　本症は汗腺細胞由来と考えられて
いる悪性腫瘍である。皮膚科医には
良く知られた疾患であるが、未だ他
科領域で湿疹やカビと誤診され、病
期が進行してしまう症例が存在す
る。さらに、外陰部であるがゆえ
に、羞恥心から患者自身が内密にし
てしまい、自ら市販薬で長期間加療

　本症に遭遇した場合には、必ず生
検し、病理組織学的所見を確認した
上で切除する。十分なマージンをと
って切除することが重要である。手
術を行うことが多く、皮膚科専門医
にコンサルテーションすることが重
要である。
（2019年７月６日、診療内容向上研
究会より）
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合もあるので湿疹やカンジダ症など
との鑑別に十分注意する。しかし、
本症でみられる瘙痒は軽度である場
合が多く、注意深い病歴聴取が重要
である。
　治療は、比較的広範囲な外科的切
除を行う。本症においては、病変部
外側の健常部と見える部位において
も、病理組織学的に腫瘍が存在する
ことが多く、手術に関しては必ず皮
膚科専門医にコンサルテーションす
べきである。
③基底細胞癌
　基底細胞癌は、まず黒色の小腫瘍
から始まるため、患者はホクロと誤
解する場合が多い。黒色で出血を伴
う小腫瘍である。顔面の中央部が好
発部位である。皮疹の特徴として、
結節の周囲を細かく観察すると、小
さな点状の黒色斑がみられることで
ある（図10）。
　基底細胞癌は悪性腫瘍であるが、
局所で増殖するものの遠隔転移は少
なく、比較的予後良好な腫瘍であ
る。高齢を理由に切除を拒否する患
者も少なくないが、放置しておくと
腫瘍は拡大を続け、中央部が潰瘍化
し悪臭などを伴うこともある。その
時点で治療は容易ではないため、腫
瘍の生活史を十分説明の上、早期に
手術を受けさせるべきである。

図７　鱗屑が極めて厚い日光角化症の臨床所見

図９　有極細胞癌の臨床所見

図８　びらんとなった日光角化症の臨床所見

図10　基底細胞癌の臨床所見

これだけは押さえておきたい皮膚疾患診療のコツ（下）
～こっそり学ぶ！ありふれた皮膚疾患～

薬であり簡便に治
療が可能である。
この他、液体窒素
による凍結療法を
行う場合もある。
　日光角化症が進
行すると、有棘細
胞癌となる。本症
は表面が角化傾向
を有する乳白色か
ら鮮紅色を呈する
硬い腫瘍である。
表面は粗糙で時に
カリフラワー様外

している場合もある。外陰
部の紅斑を診た場合には、
必ず本症を念頭に置き、早
急に皮膚科受診を促し、皮
膚生検すべきである。
　本症は一見、湿疹や白癬
を思わせる臨床症状である
ので、患者の病識が低い場
合が多い。悪性腫瘍である
ため、放置していれば死に
至るため、早急に適切な治
療を受けるように勧めるべ
きである。
　臨床症状は、外陰部、特
に陰茎、陰嚢、陰唇、恥丘
を主に侵し、肛囲、会陰な
どにも発生する境界明瞭な
湿潤やびらんを伴う紅斑局
面である。時に色素斑や白
斑を伴う場合もある。進行
するに従い、皮疹は拡大し
隆起性の結節を形成する
（パジェット癌）。また所
属リンパ節転移をみる。時
に紅斑上に白色の鱗屑を付
し、患者が瘙痒を訴える場

　よくわからない熱、よくわからない皮疹、よくわからない関節痛
などがあると、膠原病？　という単語が頭をよぎるかもしれませ
ん。一方で、膠原病でしょうか？　とコンサルトを受ける側が１番
最初にするプロセスは他疾患の除外です。膠原病かもしれないと相
談をいただいたけれど、実はコモンディジーズだった、感染症だっ
た、薬剤性だった、などがしばしば経験されます。また、一見、非
典型的な経過のコモンディジーズは、その疾患の理解を深める助け
にもなります。
　そこで、今回は、リウマチ・膠原病関連疾患に見えたけれど実は
違ったというケースを中心に、痛み、熱、皮疹についての復習をし
てみたいと思います。 【陶山　記】

日　時　３月14日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　JR東京総合病院　リウマチ・膠原病科医長　
 陶山　恭博先生

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

リウマチ・膠原病ミミックス

第562回診療内容向上研究会診療内容向上研究会
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